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定（Newman　Keuls　Test）を行った結果，血清型C

を除いて，同一血清型に分類される菌株の間にも有意

差のあることが認められた。

　以上のことからStr．　mutansのフッ素感受性は血清

型あるいは遺伝子型に対応するものではないことが示

唆された。

演題6．血圧の動揺性と血中カテコールアミン

。高橋栄司，小沢正人＊

岩手医科大学歯学部内科学

岩手県立一戸病院＊

〔目的〕　本態性高血圧の発症・病因からみたカテコ

ールアミン・交感神経系の役割は，古くしてかつ新し

い課題の1つである。正常血圧者および高血圧者の尿

中・血中カテコールアミン濃度測定比較に関する諸家

の研究報告があるが，いま1つ明確な結論が得られて

いない。それは，高血圧が均一な病態を示すものでは

なく，加齢・血管反応性あるいは病期，他の昇・降圧

因子との関連らが複雑にからみあっているためと考え

られる。そこで今回，カテコールアミソが高血圧者で

特異な動態を示しているか否かのテーマではなく，内

因性カテコールアミンが，血圧特にその変動ないし動

揺性とどのような関連性をもっているかを，基本的

に，見直す必要があると考え研究を行った。

〔対象と方法〕　高血圧者5名，境界域高血圧者2

名，正常血圧者18名（男12，女13名，平均年齢50．6土

13．9歳）の新患患者を対象とした。

　外来初診時座位血圧（casual　B．P．）を測定，その

後約1時間安静臥位でECG記録しながら基礎血圧

（basal　B．P．）を測定し採血した。血液はカテコー

ルアミソ（ドーパン，ノルアドレナリン，アドレナリ

ン）の定量に供した。

〔結果〕

1．ノルアドレナリン量と△平均血圧，△拡張期血圧

が正の相関を示したが，△収縮期圧とは相関が認めら

れなかった。

2．アドレナリンおよびドーパミン量と血圧変動（△

平均，△収縮期，△拡張期圧）とは何ら相関が認めら

れなかった。

　このことは，安静時血漿ノルアドレナリン分泌量の

多い者ほど，ストレス（特に精神的）によって拡張期

圧が上昇することを示唆している。
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演題7．予診新患登録者数の月変動と長期変動につい

　　　て

。小川光一，戸塚盛雄，一戸孝七＊

岩手医科大学歯学部歯学予診室

岩手医科大学教養部数学科＊

　今回われわれは，今後の外来患者の実態を予測する

目的で，昭和41年5月より59年12月までの18年8か月

間における，各月の1日平均予診新患登録者数を調査

し，月別変動および長期傾向について検討した。

月変動を検討する手段として，長期煩向による変動の

混入を避けるためPersonsの連環比率法を用い，月

変動指数を求めた。1月，3月と8月に新患数のピー

クがみられ，この背景をさぐるため，医療費の負担区

分および健康保険の種類別に昭和56年から59年までの

新患数を集計し，月変動指数を算出した。4年間にお

ける年間の新患数は，私費（矯正）が600人，国民健

康保険と社会保険と社会保険の家族が各々1，300人，

社会保険本人が1，100人ヲ私学共済および本学学生が

400人，老人医療とその他が各々150人でした。これ

らの月変動指数は，私費が1月，3月と8月に，国民

健康保険が1月，3月，9月に新患数のピークがみら

れた。社会保険は8月から12月まで減少傾向が続いて

おり，私学共済および本学学生では4月，8月と10月

に減少がみられ，老人医療関係では4月，6月，9月

と10月に新患数のピークがみられた。さらに，月変動

指数により調整すると，老人保健法施行（昭和58年2

月）と社会保険本人1割自己負担実施（59年10月）に

よる新患数の変動がないことを示した。新患数の長期

変動は，昭和50年まで増加し，50年から52年まで激減

し，53年以後は，57年に明らかな減少がみられる以

外，不変または微増でした。今後の長期的傾向を予測

するため，県内を6地域に区分し，50年から58年の毎

年の予診新患総数と人口10万人対歯科診療所数の推移

を検討した。その結果，50年から53年までは県内の歯

科診療所の増加が当病院の患者減少要因であったと思

われるが，54年以後は患者減少の要因ではないと思わ

れる。以上より，今後の新患総数の長期傾向は，減少

しないと推定する。

　質問：田沢光正（口腔衛生）

　盛岡市の開業医が増加していく中で，ここ1・2年

の盛岡市からの新患数が増えているのは選択に困り大

きな病院なら問題なかろうということで来院している


